






【要約】先天性尿素サイクル代謝異常症のマス・スクリーニングの適応に関して1983 年か

ら 6 年間に亘って,新生児濾紙血液 54 万件および先天性尿素サイクル代謝異常症の患者 8

例を対象に検討した。その結果,発生頻度が低く,しかも,その治療が必ずしも有効でないこ

とを考慮すると,新生児全例を対象とした本症のマス・スクリーニングは現時点では妥当で

なく,むしろ,本症を疑わせる何らかの症状を呈する児を対象としたスクリーニングを行う

べきと考えられた。 


